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“世界初"間伐材ブーメラン展に向けて
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　世界で唯一、投げたものが自分のもとへ戻ってくるスポーツ、ブーメラン。スポーツとしてのブーメランは、1965年
頃に雑誌で紹介されたことからアメリカを中心に広まり、1988年からは二年ごとに世界大会も行なわれてています。
日本でも競技の輪は広がっており、日本ブーメラン協会に所属しているだけでも愛好者は1000人を超えます。
　通常は、海外から輸入したベニヤ板の合板やプラスティック系の素材からつくられるという競技用ブーメラン。
それを国産の間伐材からつくるという世界でもはじめての試みが14日からエコプラザで開催される「森のブーメラン
展」です。このイベントでは、27名のアーティストによる間伐材のブーメランをつかったアート作品が展示されるほ
か、間伐材ブーメラン70本をつかった高さ10ｍの巨大インスタレーションも登場します。また、14日にはワークショッ
プ「紙ブーメランで遊ぼう！」が開催され、スポーツとしてのブーメランの魅力を直接感じることができます。なお、
展示されたブーメランアートは販売も行なわれ、その売上げはNPO法人病気の子ども支援ネットに寄付されます。
　日本ブーメラン協会の成伯宏史さん（写真右）は、「間伐材ブーメランのアート展は“世界初”。展示とワークショッ
プとで、初めて投げた人がみんな笑顔になるブーメランの魅力を感じてほしい」と話します。見ても投げても楽しめ
る“世界初”のブーメランアートイベント「森のブーメラン展」で、ブーメランの魅力をぜひご堪能ください。




